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資 料 ２ 

第１回山形県多文化共生推進プラン（仮称）策定委員会における主な意見 

 

１ 方向性について 

 ○「外国人材の受入・定着」と「外国人が地域で安心して暮らせる環境整備」の柱立て

が別れているが、一体として進めるべき。【鈴木委員】 

○施策の柱３「外国人が安心して暮らせる環境整備の促進」と４「日本人と外国人の相互

理解の促進」が一番重要であるが、一つにまとめているのは、位置づけが小さいのでは

ないか。【山脇委員長】 

○市町村、事業者、市民団体など多様な共生社会の担い手とどのような役割分担をしつ

つ、さらに連携・協働して進めていくのか。プランの中で関係団体との役割分担や連携

の在り方を示していただきたい。広域自治体である都道府県がしっかり市町村をサポ

ートするのが大事。【山脇委員長】 

 

２ 盛り込むべき施策について 

 

施策の柱２ 外国人材の受入・定着の促進 

 ③送出国・機関等との関係構築 

○給料など経済的価値だけでは地方では対応に限界があるので、働きやすさ、地域内で

の暮らしやすさといった、山形の良さの PRが必要。【門脇エニータ委員】【田中委員】 

・山形では畑を貸してくれる、自分で野菜を育てられるなど、そういった山形の魅力

を感じている外国の方もいるので、そういった部分を強調していくのが良い。 

【笹原委員】 

・山形の魅力を世界に発信することが一番大切。山形魅力体験バスツアーは自然の豊

かさと食文化を体験できる良い取組み。【トゥイ委員】 

 

施策の柱３ 外国人が安心して暮らせる環境整備の促進 

 ①一元的な相談体制の整備・充実 

○外国人人口が増えているが、相談窓口の相談件数は増えていない。【大沼委員】 

・窓口の存在そのものが知られていないので、もっと周知が必要。【トゥイ委員】 

・外国人コミュニティで相談して解決していることが多い。外国人コミュニティとの

連携が重要。【門脇エニータ委員】【笹原委員】 

・多言語での周知が必要。【重野委員】 

 

②日本語学習環境の整備促進 重点 

○相互理解の促進や人間関係を構築していく居場所として地域の日本語教室は重要。

【今泉委員】災害時の情報発信拠点といったコミュニティ機能もある。【佐藤委員】 

○安心して自信を持ってライフステージを過ごすための最低限の日本語能力を身に着

けるには、トレーニングされた日本語教師に教育を受ける機会も必要。【今泉委員】 
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○子どもの支援に関しては、山形市のネットワーク構築例を参考に、全県で支援体制を

構築するべき。【今泉委員】 

○就学前の日本語教育もフォローすべき。【福島委員】 

○外国人児童生徒や日本語指導が必要な児童生徒の統計があると良い。【山脇委員長】 

○企業として日本語を教える機会をどう持つか主体的に取り組むべき。そのための県

内のリソースの情報を集めてうまくマッチングしていくことが大事。【田中委員】 

○令和６年３月に「山形県日本語教育の推進に関する基本的な方針」を策定しており、

多文化共生と日本語教育の関連付けも大事なテーマなので、多文化共生推進プラン

に盛り込んでいただきたい。【山脇委員長】 

○「日本語教育推進法」、「日本語教育機関認定法」の制定により日本語教育の体制整

備が図られているので、これらの動向も踏まえた県としての取組みも進めていただ

きたい。【山脇委員長】 

 

③くらしの環境整備の促進 重点 

○市町村役場での住民登録手続きの際、避難所など暮らしの情報を教えてほしい。 

【トゥイ委員】 

○市町村における災害時の避難方法等の伝達方法の検討などについて支援が必要。 

【日下部委員】 

○出産する方が目立ってきており、子育てや出産に関しての情報発信の強化が必要。

【笹原委員】【鈴木委員】【トゥイ委員】 

○病院に行った際に専門的な言葉などが通じないことがある。テレフォンセンターな

どがあって、いくつかの言葉が通じるとか、ここの病院に行けばどんな言葉も通じる

などの情報があると良い。【髙野委員】 

○出産や独立して事業を始める際など保証人が必要で相談されることがある。保証人

代行サービスなどが行政であればいい。【笹原委員】 

○町に外国人を雇用する企業から住まい確保に困っているというご意見があり、支援

が必要。（町の定住促進住宅を社宅として企業が借り上げて対応）【日下部委員】 

○自動車免許取得促進のため、自動車学校の外国語の講習も増やすべき。【トゥイ委員】 

 

④地域住民との相互理解・交流の促進 重点 

○日本人が外国語を習うことも大事だが、「やさしい日本語」を使ったコミュニケーシ

ョンスキルを外国人に合わせ、地域の方が見つけていくという活動も非常に大切。 

【佐藤委員】 

○外国の人たちに、山形で活躍している、役に立っていると感じてもらえるような機会

を作っていけば、本人たちも生きていて貢献している、そう思える生活が実現できる

のではないか。【笹原委員】 


